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野菜導入（かぼちゃ、キャベツ） 
による（農）松屋の経営安定 

平成２７年２月３日 

下関農林事務所 農業部 西村達也 

平成２６年度普及活動検討会（普及活動高度化発表会）資料 

（農）松屋の概要 

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 

水稲  ６１  ６１  ７０  ７５  ７５ 

飼料稲   １．３   ２．３   ２．６   ２．６   ２．６ 

かぼちゃ   ０．５   ０．６   ０．３   ０．３   １．０ 

キャベツ   ０．５   ０．７   １．１   ０．７   １．１ 

ユリ球根   －   －   －   ０．０１   ０．１ 

• 住所    下関市大字工領開作１４４ 

• 設立    平成２４年１月５日登記 

• 組合員   １０５人（H26.2.25現在） 

• 栽培作物                 （単位：ｈａ） 
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（農）松屋の位置図 

（農）松屋 

プロジェクト課題 
 Ｈ２４      集落営農法人の育成 
 Ｈ２５、Ｈ２６  持続可能な経営体の育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普及活動の課題・目標 

• 新たな集落営農法人の育成 

• 設立間もない法人の経営安定 

 

 

 
 

• 新規就業者の確保育成（H25～） 

• 新規就業者受入モデル法人の育成（H25～） 

 

（農）松屋に対する活動 
• 経営基盤の強化 
   水稲の生産安定、収量・品質の向上 
• 労力の有効活用、収益部門の拡大 
   野菜の生産安定、花きの定着 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/90/Map_of_Yamaguchi_Prefecture_Ja.svg
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活動の内容（かぼちゃ１年目） 

• 排水不良 

• 高水分での準備 

• 仕立て方（放任） 

• 不適切な管理 
• 立地条件の検討 

• 明渠、排水口連結 

• 適湿での圃場準備 

• 仕立て方（３本、同一方向） 

• 作業手順（定植、追肥、防除） 

• 売上目標の確認（72.2万円） 

問題点の把握 

改善の提案 

H24.7.12 

• 売上３万円 

活動の内容（かぼちゃ２年目） 

• 売上目標を目指す 

• 作型、作目を検討する 

• 継続した管理の必要性 

• 作業人員の手配困難 

• 田植作業との競合 

新たな提案 

提案の背景 

• 作業の実施状況把握 

• 管理情報の発信 

栽培支援 

• 成績確認、問題点の検討、新たな提案の検討 

• 売上１３万円 

H25.6.10 
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（農）松屋の旬別労働時間（H24） 

（時間） 

１２月 １１月 １０月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月 

活動の内容（かぼちゃ３年目） 

• 栽培面積の拡大 

• 女性部による定例作業
の実施 

 

 

 

 

 

 

• 目標達成 

• 管理作業の方針を示す 

   理事会での協議 

• 実技指導 

• 情報発信 

  「かぼちゃ通信」２２回 

H26.6.27 

H26.7.2 
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かぼちゃ通信 

 

かぼちゃの成績 
Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 

売上 
 （万円） 

１４ ２ ３ １３ ９０ 

単収 
 （kg/10a） 

２６０ ８３ ２７２ ４８４ ７８０ 

出荷玉数 
 （玉/株） 

０．７ ０．２ ０．７ １．３ ２．０ 
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主要な管理作業の流れ 

活動内容（キャベツ１年目） 

• 指導内容 

• 畝立て、排水溝の設置 

• 定植機の調整 

 （株間、条間、植付け深さ） 

• 潅水、除草、追肥、防除 

定
植 

除草剤(溝) 

防
除
（害
虫
） 

中耕 

潅
水 

除
草
剤 

畝
立
て 

排
水
口
連
結 

  －３～－１      ０ １ ２    ７    １４       ２１     ２８日 

追肥 

H24.10.11 

活動内容（キャベツ１年目） 
成績指標の提示 

• 実栽培面積 

• 定植本数 

• 出荷重量 

• 出荷玉数 

• 販売金額 

• 出荷単収 

• 出荷株率 

• 単価 
出荷株率＝出荷玉数÷定植本数 

      ＝３９％（H24年度） 

3Ｌ 2Ｌ Ｌ Ｍ 3Ｌ 2Ｌ Ｌ Ｍ

12月 25 30 55
1月 10 226 45 281
2月 29 197 63 18 7 314
3月 14 8 3 28 53

合計 64 467 116 0 0 3 46 7 703

１箱玉数 6 8 10 12 6 8 10 12

出荷玉数 384 3,736 1,160 0 0 24 460 84 5,848

計
秀 優

規格
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活動内容（キャベツ２年目） 

出荷株率 

５４％（H25年度） 

H25.9.21 H25.9.26 H25.10.9 

H25.10.18 H25.10.21 

欠株が散発 揃っている 

通路の除草は遅
れ気味 

植え付けミス、 
水届かず 

活動内容（キャベツ３年目） 
H26.10.14 

H26.11.4 H26.12.8 

H26.10.23 H26.10.31 

出荷株率 

４０％程度か？
（H26年度） 

欠株多発 生育差あり 栄養失調から回
復途中 

肥大中 小玉傾向 
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キャベツの成績 

0

10

20

30

40

50

60

H22 H23 H24 H25 H26

出荷株率（％） 

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 

売上 
 （万円） 

７６ １１８ ８２ １３５ 

単収 
 （kg/10a） 

１９００ ２１００ １９２６ ３２１５ 

出荷株率 
 （％） 

－ － ３９ ５４ 

0

50

100

150

H22 H23 H24 H25 H26

売上（万円） 

0

1000

2000

3000

4000

H22H23H24H25H26

単収（kg/10a） 

普及活動の成果 

• かぼちゃの販売目標の達成 

   目標７２．２万円  H26実績９０万円 

• 新たな複合経営体制の検討開始 

   水稲作業との競合回避 

   かぼちゃ縮小、キャベツ増反、新規作物の検討 

• キャベツの栽培体系の確立 

   作業手順の定着 

   各種作業の精度向上が課題 
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今後の普及活動に向けて 

• 技能向上のための機会づくり 

• 管理責任者の育成と組合員の技術向上を
セットで行う 

• 各種作物の作業日程の事前検討、競合回避 

園芸作物導入のための活動視点 


